
年月日 経歴/職歴

1 越石
こしいし

　和昭
かずあき

男 72
農業
不動産賃貸業

S51.4.1～H30.3.31
H29.12.1～R4.11.30
H30.7.31～R2.7.30
R2.7.31～

笛吹農協
民生委員2期
甲府市農地利用最適化推進委員
甲府市農業委員

形態＝兼業
営農年数＝8年
営農類型＝水稲・露
地野菜・果樹（ﾄｳﾓﾛｺ
ｼ・ﾌﾞﾄﾞｳ・ｶｷ)
経営耕地面積＝
140a

認定農業者
（個人）

農地利用最適化推進委員
農業委員
農地銀行推進員
集落営農組織の役員（農事組
合長）
認定農業者

　令和8年1月開催の上今井町農事組合役員会により、引
き続き農業委員として地域の農業振興にがんばってもらい
たい旨、推薦を受けました。
　「農業委員会」及び「地域計画」の目的達成に向け、微力
ではありますが、引き続きがんばりたく応募いたしました。

上今井町農事組合 篠原　茂

　農道整備、農業用
水の維持管理、農
協・自治会・農業委
員との連携により、
農業従事者の利便
性向上を図ることを
目的とする。

52人
町内農業
者・農地所
有者

推薦しない

　民生委員、自治会長、農事組合長、農業委員等、当町の
常にリーダーとして尽力され、また長い農協職員としての
知見を活かし、今後も地域の農業振興の先頭に立って活
躍をお願いしたく、上今井町農事組合として推薦します。

2 依田
よだ

　強
つよし

男 64 農業

S54.4.1～S58.3.31
H2.4.1～R3.3.31
H23.4～
R30.4.1～
R2.10～
R7.3.27～

日本大学農獣医学部農学科
青年農業士・指導農業士
アグリマスター
甲運中央果実組合組合長
㈱InoFa設立
甲府市プロファーマー

形態＝専業
営農年数＝41年
営農類型＝施設野
菜・果樹（ｲﾁｺﾞ・ﾌﾞﾄﾞ
ｳ)     　　     経営耕
地面積＝300a

認定農業者
（法人）

指導農業士
アグリマスター
甲運中央果実組合組合長
甲府市プロファーマー
認定農業者

　この度の甲府市農業委員の募集に当たり、地元甲運地
区の多くの農家、並びに農協甲運地区運営委員会からも
要請をいただき、自らも長年の営農に携わる中、地域農業
の振興に役立てることができればと推薦に応じることとい
たしました。
　地元甲運地区も高齢化の進行や担い手の減少は例外で
なく、それに起因する耕作地の遊休化の拡大が心配され
ており、更に耕作にとって不便のある山付きの地域では、
鳥獣害も加わって耕作放棄地の増加が懸念されます。
　そこでこれからの課題に対応するために、地域農業者間
の話し合いを活発化し、農作地維持の救世主となる新規
就農者の育成・指導や農業法人等の誘致・育成にも努め
ていきたいと考えております。
　そのためにも、農業委員の役割を十分理解した上で、地
元農地利用最適化推進委員と情報を共有し、連携・協力
体制の維持が必須であると考えます。

JA山梨みらい甲府支
部甲運地区運営委
員会

丸山　薫

　農協組合員の生
産性の向上や利益
の増進を図るため、
栽培・出荷・販売等
における農協組織
の強化と組合員へ
の指導を推進する
組織

7人

農業生産
に意欲的
で、かつ、
農協組織
を熟知して
いる地区
を代表す
る組合員

推薦しない

　依田強氏は、大学農学部卒業後、ぶどう専業農家として
就農し、優れた経営をしており、剪定・棚の修理などを請け
負うグループの一員として地域活動をするかたわら、自ら
は農業生産法人を設立し、ハウスイチゴ栽培も経営に取り
入れ、指導農業士やプロファーマーとして、地域農業の振
興や新規就農者の育成にも尽力されている。
　特に、法人として地域の耕作できなくなった多くのブドウ
園を借り受け、耕作放棄地の解消を図るとともに、新規就
農者への農地の斡旋も手掛けており、地元農地の耕作状
況にも精通していることから、農地利用最適化推進委員と
連携を取るなかで、農地の有効活用が推進できうる人物と
して大いに期待できるので、農協の甲運地区運営委員会
として、依田強氏を甲府市農業委員に推薦いたします。

3 中澤　千尋
なかざわ　ちひろ

男 77 農業

S41.5.24～H20.2.28
H23.4.1～H25.3.31
R4.6.1～R7.5.31
R5.7.31～
R5.7.31～
R6.4.1～

国鉄・JR東日本
塚原町自治会長
山梨みらい農業協同組合総代
甲府市農地銀行推進員
甲府市農地利用最適化推進委員
相川土地改良区理事長

形態＝専業
営農年数＝15年
営農類型＝水稲・露
地野菜
経営耕地面積＝15a

塚原町自治会長
山梨みらい農業協同組合総代
農地銀行推進員
農地利用最適化推進委員
相川土地改良区理事長

　甲府市の農業は、少子高齢化による担い手の高齢化が
進み、担い手の減少により遊休農地が増加傾向にありま
す。
　特に甲府市北部の相川地区は、中山間地特有の傾斜地
で棚田そして狭小地の地形のため、特に担い手の減少が
進んでいる現状であり、耕作放棄地が拡大し小動物のす
みかとなり鳥獣被害が発生し、農家の耕作意欲が損なわ
れ担い手の減少に繋がり悪循環に陥っている現状です。
　このような状態を解消するために、農地利用最適化推進
委員の経験を活かして、相川土地改良区・地域の農家の
皆さん・JA山梨みらいアルプス通り支店等と協力し、また
農地利用最適化推進委員と共に、新規就農者へ中間管理
機構を利用した農地の斡旋、さらに就農者への支援等を
行いながら、遊休農地、耕作放棄地の減少に向け努力し
ていきます。

相川地区自治会連
合会

保坂　保

　地区住民が住みよ
い豊かな町づくりを
目指して共同で事業
や活動を行う。

3,011人

相川地区
自治会連
合会の会
則に定め
る区域に
住所を有
する個人
及び法人

推薦しない

　被推薦者は、当地区自治会活動や相川土地改良区理
事長として地域農業振興活動を進めており、さらに農地利
用最適化推進委員も経験するなかで、地域農業者とも親
交が深く当地区における農業の現状に即する解決方法
で、景観や環境も損なうことなく農業の振興を図り、農地の
荒廃に歯止めをかけ農地の最適化利用を進めるために適
任者であるので農業委員に推薦します。

4 後藤
ごとう

　和正
かずまさ

男 75 農業

S50.3.17～H20.3.31
H20.6.3～H21.2.27
H21.3.1～H23.3.31
R2.4.1～R4.3.31
R4.4.1～R6.3.31
R5.4.1～

㈱山梨日立（現 関東日立）
県立農業大学校農業科訓練生
高砂エンジニアリングサービス
下曽根中地区自治会長
下曽根地区福寿神社総代会長
NOSAI下曽根地区総代長

形態＝専業
営農年数＝15年
営農類型＝水稲・施
設野菜・果樹（ﾄｳﾓﾛｺ
ｼ・ｶｷ）
経営耕地面積＝40a

認定農業者
（個人）

下曽根中地区自治会長
下曽根地区福寿神社総代会
長
NOSAI下曽根地区総代長
認定農業者

　地元の地区においては、近年担い手の減少や農地の利
用集積の限界、耕作放棄地の増加等が懸念されており、
この度地元地区自治会長より農業委員の推薦を受けまし
た。
　これまでの経験を活かし、地域農業の持続的発展を図る
ため、農業委員会の掌握事項に関する職務を適切に行う
ことにより、農地の利用調整や担い手の育成確保に努め
ます。

下曽根中自治会 志村　正治

　地域住民が自主
的に組織し、地域の
安全確保、生活の
質の向上、住民間
の交流促進を目的
とし、回覧版などを
通じて行政からの情
報を住民に伝えた
り、地域の意見を行
政に届けたりする役
割を担っています。

45世帯
下曽根中
区地区住
民

推薦しない

　県立農業大学校農業科の職業訓練を終了後農業に従
事し、温厚な性格と強い責任感で地域の中心的な存在と
してご活躍されております。
　農地制度に関する広い知識を有するとともに、今後の地
域農業の発展に向けての活動に高い意欲を持っているこ
とから、農業委員として強く推薦します。

5 遠藤
えんどう

　武
たけし

男 68 農業

S52.4.1～H28.1.31
H19.4.1～H21.3.31
H26.4.1～H28.3.31
H28.4.1～
H29.4.1～H30.3.31
R2.4.1～

山城農協→JA甲府
甲府市消防団山城分団分団長
西油川町農事組合組合長
南甲府警察署地区少年補導員
西油川町自治会会長
環境センター管理棟避難所運営委員会会長

形態＝専業
営農年数＝11年
営農類型＝水稲・露
地野菜・果樹（ﾄｳﾓﾛｺ
ｼ・ﾌﾞﾄﾞｳ）
経営耕地面積＝64a

認定農業者
（個人）

甲府市消防団山城分団分団
長
西油川町農事組合組合長
南甲府警察署地区少年補導
員
西油川町自治会会長
環境センター管理棟避難所運
営委員会会長
認定農業者

　私は、現在果樹・水稲・露地野菜（トウモロコシ）を併せ、
64ａほどを耕作している農家ですが、長年地元のＪＡに勤
務し、甲府市の農政関係にも多少携わったことや、自治会
や農事組合を通じ、多くの農業者との繋がりがあることも
あり、地域の農業全体を良くしたいと思い推薦を受けまし
た。
　また、地域の農業が抱える課題や、農業に関する専門的
な知識を習得し、少しでも地域農業の活性化の促進に努
め、稼げる農業のために微力ながら貢献したいと思ってお
ります。

西油川町農事組合 西名　武洋

農業振興インフラの
整備・管理・維持・新
技術の紹介・農業資
材の斡旋

23人
農地所有
者

推薦しない

　遠藤武氏は、JA職員として地域農業の活性化と振興に
深く関わり、農家の生活向上にも寄与する経済事業のトッ
プリーダーとして貢献し、退職後は新たな担い手として、町
内農家の先頭に立ち、農事組合の運営に積極的に携わ
り、用水路や農道の管理に献身的に取り組み、地域農業
のインフラ整備・管理に欠かせない存在であり、甲府市消
防団山城分団分団長として培った統率力は、地域農業の
課題解決に生かせる人材であることから、農業委員にふさ
わしい人材のため推薦いたします。

6 柿嶋
かきしま

　敦
あつし

男 73 農業

S46.4.1～S48.3.31
S54.4.1～H25.3.31
S54.4.1～H25.3.31
H26.7.31～
H28.4.1～H30.3.31
H30.4.1～R2.3.31
R5.2.1～
R5.7.31～

山梨県立農業大学校
山梨県市町村総合事務組合
山梨県町村会
甲府市農業委員
七覚むらづくり協議会会長
七覚自治会会長
JA笛吹中道支所生産団体協議会会長
甲府市農業委員会長

形態=専業
営農年数=40年
営農類型=露地野
菜・果樹（ﾓﾓ・ﾄｳﾓﾛｺ
ｼ・ﾎｳﾚﾝｿｳ）
経営耕地面=150a
（内、市内の経営耕
地面積90a)

認定農業者
（個人）

七覚むらづくり協議会会長
七覚自治会会長
JA笛吹中道支所生産団体協
議会会長
農業委員会会長
農地銀行推進員

　右左口地区の「七覚自治会」評議員会において、これま
での農業委員や農業研修生受け入れなどの経験を活か
し、農業者の高齢化・後継者不足に伴い近年増加する遊
休農地などの発生防止と地域の農業振興のため、継続し
て農業委員を務めるよう要請を受けたため、これを受諾
し、右左口地区の農業振興や遊休農地などの解消、農地
利用の最適化、新規農業者の参入及び「地域計画」の推
進に努めたい。

七覚自治会 土橋　恵一
七覚地域の自治会
活動

190人

七覚地域
内に居住
し、世帯単
位で自治
会費を払う
者

推薦しない

　柿嶋敦氏は、町村会を退職後、妻と二人三脚で果樹
「桃」とそ菜の生産に励む傍ら認定農業者も取得し、地域
のリーダーとして農業委員、地域づくり活動、自治会活動
及びJA笛吹中道支所生産団体協議会会長など幅広く活
動し、地域住民から大きな信頼を受けている。このような
実情の下、継続して地域の農業振興や農地利用の最適
化を推進するためには、最適の人材であるため推薦した。

7 角田
つのだ

　信弘
のぶひろ

男 71 農業
S50.10.7～H26.10.16
R4.12.1～R7.11.30

横河電機㈱
中道地区民生委員

形態＝専業
営農年数＝11年
営農類型＝果樹（ﾌﾞ
ﾄﾞｳ・ｽﾓﾓ）
経営耕地面積＝70a

認定農業者
（個人）

認定農業者
民生委員

　白井町自治会評議員会において、これまでの白井町副
自治会長、ＪＡふえふき中道地区ぶどう部会長などの経験
を活かし、地域農業の振興のため、農業委員を務めるよう
要請を受け受諾しました。地域農業に関わる中で、農地の
有効活用と担い手の育成が地域の持続的発展に不可欠
であると思っています。農業委員として地域の声に耳を傾
け、公正かつ適切な判断に心がけ、皆様と協力しながら地
域農業の発展に努める所存です。

白井町西自治会 米山　博秋
白井町西地域の自
治会活動

100人

白井町西
地域内に
住居し、世
帯単位で
自治会費
を払う者

推薦しない

　角田信弘氏は、長年兼業で農業を経験し、定年退職後
は認定農業者を取得し、専業として妻と営農しています。
果樹栽培を中心に高い生産技術と経営感覚を培ってきて
います。若手や新規農業者に営農指導や助言を行い、遊
休農地の活用にも関心を寄せています。温厚誠実な人柄
で地域住民からの信頼も厚く、調整力と行動力を兼ね備え
ています。今後の農業振興及び農地の適正管理を推進す
る上で適任であるため推薦します。

甲府市農業委員候補者推薦状況（団体推薦）　

被　推　薦　者（推　薦　を　受　け　る　者） 推　　薦　　者

番号 氏   名 性別 年齢 職業

経歴

農業経営の状況
認定農業者

等
資格等 抱　　負　　等 組織の名称

代表者又は
管理人の氏名

構成員
の人数

構成員
の資格

農地利用最
適化推進委
員に推薦す
るか否かの

別

推　薦　理　由活動の主たる目的



8 松木
まつき

　一幸
かずゆき

男 51 農業 H7.4.1～R3.3.31 甲府南農業協同組合

形態=専業
営農年数=5年
営農類型=果樹（ﾌﾞﾄﾞ
ｳ）
経営耕地面=170a

認定農業者
（個人）

認定農業者

　ＪＡに27年間在籍し、地域農業に関わり退職後、専業農
家として果樹栽培に従事し、日々農業に励んでおります。
　玉諸地区は、道路整備が進み宅地化が著しく進行し、地
域に合わせた農業への変化が不可欠になっております
が、優良農地も多く存在し存続させることが重要でありま
す。
　ＪＡに在籍中にも地域と行政のパイプ役、また新規農業
就農者への指導を含め地域農業と幅広く関わってきまし
た。前職での経験を活かし、農業委員として農業者と非農
業者が共存できる地域づくりや、高齢化による耕作放棄地
の解消及び新規営農者の就農のため地域農業に貢献し
たいと考えております。

JA山梨みらい甲府地
区玉諸運営委員会

小野　泰
農協及び組合員の
管理運営

350人 正組合員 推薦しない

　農協の職員として長く営農指導を担当しており、地域に
根差した生産者とのつながりを持って地域の方々より信頼
があります。
　現在は、広く耕作をしており、後継者の手本であり農業
委員としてふさわしい方です。

9 宮川
みやがわ

　千織
ちおり

女 56 農業
H4.4.1～R2.3.31
R2.11.1～
R4.4.1～

甲府市役所
甲府市明るい選挙推進協議会地区推進委員玉諸地区女性部長
玉諸地区文化協会副会長

形態=専業
営農年数=5年
営農類型=果樹（ﾌﾞﾄﾞ
ｳ）
経営耕地面=33a

甲府市明るい選挙推進協議
会地区推進委員玉諸地区女
性部長
玉諸地区文化協会副会長

　このたび、地域農業の持続的な発展と農地の適正な保
全のため、農業委員の推薦を受け、大変光栄に思うと同時
に、その責任の重さを強く感じております。
　私はこれまで長年にわたり、父の農業を手伝いながらブ
ドウ作りに携わり、農業の厳しさとやりがいを学んでまいり
ました。天候に左右される不安や後継者不足の課題など、
現場で感じてきた思いを、これからは地域全体のために生
かしていきたいと考えております。
　女性として、きめ細やかな視点と対話を大切にし、農地の
適正管理や担い手支援に努めてまいります。また、若い世
代や新規就農者が希望を持てる地域づくりにも目を向け、
農地や農業技術を次世代へとつないでいけるよう努力い
たします。地域の皆さまの声に耳を傾け、公正で誠実な姿
勢を忘れず、信頼される農業委員として力を尽くしてまいり
ます。

JA山梨みらい甲府地
区玉諸運営委員会

小野　泰
農協及び組合員の
管理運営

350人 正組合員 推薦しない

　市役所職員として勤務しておりましたが、高齢の父親の
手伝いをすることから始めた果樹栽培ですが、現在は自
家の主任として切磋琢磨されるなかで、専業農家、農家後
継者の女性のための会の責任者として、地域の女性の活
動をリードしております。

10 小林
こばやし

　正
まさ

徳
のり

男 69 農業

S57.4.1～H22.11.30
H25.4.1～H27.3.31
H29.4.1～Ｒ1.3.31
R4.4.1～Ｒ5.3.31

甲府市農協
落合町農事組合長
甲府市農協茄子部会長
落合町自治会長

形態=専業
営農年数=15年
営農類型=水稲、露
地野菜（ﾄｳﾓﾛｺｼ、ﾅ
ｽ）
経営耕地面=96a

認定農業者
（個人）

落合町農事組合長
甲府市農協茄子部会長
落合町自治会長
認定農業者

　農協勤務や農事組合長、農協茄子部会長、自治会長を
歴任する中で、その経験や知識を生かし、農地の適正な
利用と甲府市の農業の発展に微力ながら貢献したいと思
い推薦を受けました。
　農地等の利用の最適化の推進に取り組むとともに、農地
の貸借を促進し、新規就農希望者や退職就農希望者等の
担い手への積極的な農地利用を図り、遊休農地や耕作放
棄地の減少化に少しでも貢献できるように努めます。

落合町農事組合 初鹿　敏彦
農業用水路の泥
上、農道補修及び
増坪堰の清掃など

25人

落合町に
住み、農
地を所有
する者

推薦しない

　専業農家として長年農業に従事し、生産性の向上に積
極的であり、農業活動を通じ地域の農業にも精通していま
す。
　また、温厚な性格と強い責任感で、農家からの信頼も厚
く活躍しています。今後も地域農業の発展に向け、今以上
に農業活動に高い意欲を持っていると思い、適任者として
落合町農事組合として推薦いたします。

11 廣瀬
ひろせ

　良太
りょうた

男 45
会社役員
行政書士

H11.4.1～Ｈ12.10.30
H13.12.10～H17.3.31
H17.4.1～R26.3.31
Ｈ26.4.1～Ｈ27.1.19
Ｈ27.1.20～Ｒ6.10.20
Ｒ6.10.21～

リゾートトラスト㈱
ユニマットオフィスコ㈱
㈱アイロゼ
ウッドアート㈱
廣瀬不動産・廣瀬法務行政書士事務所代表
一般社団法人ファミリータイズやまなし代表理事
行政書士ファミリータイズプラス代表

非農家
特定行政書士
山梨県行政書士会理事（2期）
農地部長（1期）

　行政書士として12年にわたり、農地行政に携わってまい
りました。また、山梨県行政書士会理事及び農地部長を務
め、山梨県における農地行政について研鑽を重ねてまいり
ました。現在は甲府市横根町に在住し、将来的には自らも
農業に参画することを志しております。「フルーツ王国やま
なし」の更なる発展に寄与するとともに、遊休農地を増やさ
ぬよう、これまで培ってきた知識と経験を活かし、微力なが
ら地域農業の振興に貢献してまいりたいと考えておりま
す。

山梨県行政書士会 渡邉　淳

行政書士法第15条
第1項の規定によ
り、山梨県内に事務
所を有する行政書
士及び行政書士法
人で構成された組織

個人会員
390名
法人会員
5法人

行政書士 推薦しない

　行政書士は、法定業務として農地法に係る諸申請等を
行うため、農業委員の職務については深く認識しておりま
す。また、行政書士はその職務を行うにあたり守秘義務が
法定されており、コンプライアンスという社会的要請にも
しっかりと応えております。
　廣瀬良太会員は、特定行政書士として誠実に職務を
行っており、特に農地に係る業務に精通しております。当
会の理事や農地部長を務めるなど、その知見と人格は農
業委員として推薦するにふさわしいと判断いたしました。
　また、「農業委員会等に関する法律」第8条第6項に規定
する農業委員会の所掌に属する事項に関する利害関係
の趣旨に鑑みても、廣瀬良太会員が適任であると判断し、
推薦いたします。


